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本日の話題本日の話題

豪 害 被害• 豪雨災害による人的被害の意外な側面
–逃げ遅れて犠牲となった人は少数派逃げ遅れて犠牲となった人は少数派

• 有益な豪雨災害情報
動的情報 静的情報を組み合わせて–動的情報・静的情報を組み合わせて

• 常に「避難」が最善か?

災害と防災
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繰り返される豪雨災害
2011年台風12号

1時間降水量80mm以上の回数1時間降水量80mm以上の回数
AMeDAS観測所約1300カ所観測値を元に集計
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日降水量200mm以上の日数日降水量200mm以上の日数
AMeDAS観測所約1300カ所観測値を元に集計
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豪雨災害による被害の経年変化
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気象庁資料を基に集計．「全壊等」:全壊，流失，全焼．2009,2010年は消防庁資料による暫定値．

豪雨による人的被害を調べる

• 「水害時の避難方法」「水害時の避難方法」
– 長靴ではなく運動靴で
– お互いの身体をロープで結んで避難 洪水の中を
– 長い棒を杖がわりにして安全を確認

洪水の中を
がんばって

避難 ダメ避難はダメ

人も車も
簡単に流される

一番重要なのは

簡単に流される

一番重要なのは

流れる水に近づかない流れる水に近づかない



2004～2009年の
人的被害の分析から

原因別死者数原因別死者数

高波 その他高波
13

その他
20

洪水
97

強風
3636

河川土砂
74

土砂
128

年代別犠牲者数年代別犠牲者数

65歳以上 65歳未満

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体全体
208 158

全体

• 高齢者に偏り

全体

• 高齢者に偏り
– 2005年国勢調査，65歳以上人口20.1%

• 寝たきりなど，歩行困難だった可能性が
高 犠牲者 全体高い犠牲者は全体の3.5%(13名)
– 不明瞭:30名，歩行困難とは考えられない:325名

遭難場所別犠牲者数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

遭難場所別犠牲者数

屋外 屋内

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体全体 237 131
全体全体

• 屋外遭難者が多数派
– 「逃げ遅れて自宅で遭難」はむしろ少逃げ遅れて自宅で遭難」はむしろ少
数派

原因・遭難場所別犠牲者数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

原因・遭難場所別犠牲者数

屋外 屋内

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体全体 237

77

131

20

全体

洪水

全体

洪水

72 2

洪

河川

洪水

屋内犠牲者が多い

31 97土砂土砂

のは土砂災害のみ

57 12その他

能動的犠牲者
以下の行動に該当する者を「能動的犠牲者」

• 防災行動• 防災行動
– 何らかの防災対応行動を取っていた．行政職員，消防団員，警官，
記者等の殉職．自宅付近の土嚢積み，雨戸など点検，他人の救助，
倒木片 など倒木片付けなど．

• 様子を見に
川の様子を見に 裏の崖を見に など 防災行動が必要ないのに様– 川の様子を見に，裏の崖を見に，など，防災行動が必要ないのに様
子を見に行った．

• 水田・水路見回り水田 水路見回り
– 水田，畑，用水路の見回り，水路付近のゴミの除去作業をしていた．

• 屋外レジャー
– 屋外で遊んでいた，レジャー中だった．散歩をしていた．

• 建設作業
– 防災目的以外の建設作業など，居住地等より危険性の高い箇所で
作業をしていた．

能動的犠牲者数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

能動的犠牲者数

能動的
120

受動的
248

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体全体 120 248全体

• 能動的犠牲者が3割以上

能動的犠牲者の分類能動的犠牲者の分類

屋外レ 建設作業屋外レ
ジャー

13

建設作業
5 • 土嚢積み中，雨戸など点検，他人

の救助，倒木片付けなどの住民

• 交通規制中の警官 巡回中の消

防災行動

• 交通規制中の警官，巡回中の消
防団員，県職員，記者

防災行動
48

水田・水

「様子を見

水田 水
路見回

36

に」
21

農作業などと関係のない農作業などと関係のない，
いわゆる野次馬的行動

避難行動に関する検討避難行動に関する検討

• 避難行動を取ったにもかかわ
らず遭難

– (a)避難の目的で移動中に土石
流 洪水などに見舞われた 「避難途中」流，洪水などに見舞われた．

(b)避難先が土石流 洪水など– (b)避難先が土石流，洪水など
に見舞われた．

「避難行動あり」– (c)いったん避難場所へ移動し
たが，そこを離れて遭難した．

「避難行動あり」



避難行動の有無
0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難行動の有無

避難行動あり

行動無
323

13 29全体全体

避難行動あり

323

避難途中

• 全体の1割が何らかの避難行動有り

豪雨による人的被害豪雨による人的被害

• 犠牲者の３分の１は土砂災害，４分の１が川から溢
れた洪水で， ４分の１が川に落ちて

• 高齢者に被害が偏っているが，「要援護者」というよ
りは，「普通に生活している高齢者」が遭難している

• 土砂災害の犠牲者のみは屋内遭難者が多いが，他
の災害は屋外遭難者が大半．の災害は屋外遭難者が大半．

• 避難したのに遭難した人が全体の１割
深夜の遭難者が最も少なく 大半は日中に遭難• 深夜の遭難者が最も少なく，大半は日中に遭難

人的被害を減らすために

素因と誘因素因と誘因
• 素因

–その土地が持っている災害にかかわる性質(地
形，地質，気候，人口など)．

• 誘因
–災害を発生させる直接的な引き金(地震 豪雨災害を発生させる直接的な引き金(地震，豪雨，
津波など)．Hazardとほぼ同じ．

素因 災害誘因

誘因が激しい「だけ」では災害にはならない

静的情報と動的情報静的情報と動的情報

静 情• 静的情報
–時間的に大きく変化しない情報時間的に大きく変化しな 情報

– 「素因」に関わる情報
ハザ ドマップなど–ハザードマップなど

• 動的情報
– リアルタイムに変化する情報
– 「誘因」に関わる情報「誘因」に関わる情報

–雨量などの観測値，警報や避難勧告など

両者を組み合わせて使う

素因を知る素因を知る

• 「思いもよらないところで災害が起こった」などという
ことは，まずありません

• 「いつ，どこで災害が起こる」の予測は難しいがいつ，どこで災害が起こる」の予測は難しいが

「ここではこんな災害が起こりうる」(素因)はある程• 「ここではこんな災害が起こりうる」(素因)はある程
度わかるようになっている

ザ ド プなど いく かの資料– ハザードマップなど，いくつかの資料

ハザードマップを，
厳密に読み過ぎてはいけない

• 一定の条件にもとずく想定結果．書いてある
とおりのことは起こらない．非常に幅がある

– 「大体この辺では，こんな事が起こりそう」くらい大体この辺では，こんな事が起こりそう」くらい

–種類が異なる災害のことは書いてない場合も
「間違 たマップ」もないし「正しいマップ」もない– 「間違ったマップ」もないし「正しいマップ」もない

川の防災情報
htt // i j /http://www.river.go.jp/

現在の水位がどれくらい危険かわかる
(川 防災情報)(川の防災情報)



• 1kmメッシュごとの詳細な降水
量がわかります．

降
• 今現在の分布だけでなく，6時
間先までの予測値が発表され，
1時間先くらいは相当正確です．降

水
短短
時時
間
予予
報報

「雨の激しさ」は複雑「雨の激しさ」は複雑

• 1時間降水量
いずれも「何ミリ以

• 日降水量(24時間降水量)
上なら激しい」とい
う目安は，地域に
よって大きく(数倍

• 「ふりはじめ」からの雨量

よって大きく(数倍
規模で)異なる

• 「ふりはじめ」からの雨量

• その他いろいろ・・・全国一律に
「1日100ミリ以上降ったら災害に注意」

などという「ノウハウ」は乱暴

「どの程度の雨なら激しいか」は
地域によって大きく異なる

香川県・高松地域の「大雨警報」

1時間降水量 50mmかつ総降水量100mm1時間降水量 50mmかつ総降水量100mm
3時間降水量 80mm
時間降水量24時間降水量 160mm

徳島県・南部・海部の「大雨警報」

1時間降水量 80mm
3時間降水量 130mm3時間降水量 130mm
24時間降水量 400mm
※2008年以前の大雨警報基準

「これまでにどの程度の雨が記録されているか」
は地域ごとの豪雨を知る簡単な目安

気象庁 松江地方気象台気象庁 松江地方気象台

1時間降水量(1940～)( )
1位:77.9mm[1944/8/25]
2位:67.8mm[1942/9/12]

日降水量(1940～)
1位:263.8mm[1964/7/18]
2位:220.0mm[1988/7/13]

警報・注意報は
市町村単位の発表に

2010年5月～

警
• 警報は，単に「警報発表」と
いっているだけではありません．

れからど 程度 が降り う警
報
・

• これからどの程度雨が降りそう
か，今は注意報だが警報にな
りそうだ，など，様々な情報が

注
意

盛り込まれています．
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土砂災害警戒情報は

土
砂

土砂災害警戒情報は
土砂災害「だけ」の情報ではなく，

「非常に激しい雨が降っている」ことを示す情報

砂
災

非常 激 雨 降 る」 を す情報

災
害
警警
戒戒
情
報報

記録的短時間大雨情報記録的短時間大雨情報
奄美地方(鹿児島県)記録的短時間大雨情報 第１号

成平成２２年１０月２０日１１時５３分 名瀬測候所発表

１１時３０分鹿児島県で記録的短時間大雨

奄美市付近で１２０ミリ以上
数年に一度程度しか発生しな
いような1時間降水量が観測・

大和村付近で１２０ミリ以上

=
奄美地方(鹿児島県)記録的短時間大雨情報 第２号

いような1時間降水量が観測
解析されたときに発表

平成２２年１０月２０日１３時２５分 名瀬測候所発表

１３時鹿児島県で記録的短時間大雨

奄美市付近で１２０ミリ以上

大和村付近で１２０ミリ以上

=
奄美地方(鹿児島県)記録的短時間大雨情報 第３号

平成２２年１０月２０日１５時２５分 名瀬測候所発表

１５時鹿児島県で記録的短時間大雨

奄美市付近で１２０ミリ以上

瀬戸内町付近で１２０ミリ以上

24時間雨量・48時間雨量などの
過去最大値更新(多くは1979年以降最大値)

時 降水量 年

09:00本事例最大時間降
水量63.5mm記録．1979
年以降2位(1位68mm)

12:00 48時間降水量1979年
以降最大値超過(256-
>285.5)
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防府 Houfu

07:40防府市などに
土砂災害警戒情報

12時前後 上右田，

真尾地区などで土
砂災害発生
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 01時間などの短時間雨量より，24時間

などやや長い時間の雨量が要注意



豪雨災害(洪水や土砂)
の前兆情報

大 警報等が• 大雨警報等が出た
• 土砂災害警戒情報が出た
• 記録的短時間大雨情報が出た
• 24時間雨量や48時間雨量が過去最大値を更新• 24時間雨量や48時間雨量が過去最大値を更新
• はん濫危険水位を越えた

これら条件 複数揃うと，
まとまった豪雨災害と 可能性が非常に高い

これら条件が複数揃うと，
まとまった豪雨災害となる可能性が非常に高いまとまった豪雨災害 可能性が非常に高いまとまった豪雨災害となる可能性が非常に高い

あらゆる場所が危険になるのではなくあらゆる場所が危険になるのではなく，
災害の素因のある場所が危険になる

ソフト防災対策の一つ

「避難」について考える「避難」について考える

「避難」にもいろいろある「避難」にもいろいろある

時 間 の 経 過時 間 の 経 過

命を守るため
の避難

災害命を守るた
少しでも安全な場所

発生めの避難

仮住まいする
ための避難

体育館等の避難所・
避難生活

避難で「いのちをすくう」効果が
最も大なのは津波災害

ほとんど効果がないのが地震災害ほとんど効果がないのが地震災害
難しいのが豪雨災害

外力 余裕時間 避難 的 き か 安全な避難外力 余裕時間 避難で人的
被害軽減

きっかけの
明確さ

安全な避難
先の選定

地震 ○ ○地震 ×
除:東海地震予知

成功

×
除:大規模火災

○ ○
建物の構造で
決まる

津波 △
ばらつき大

○
間に合わない
ことも有

○
海岸近くで強い

地震

○
基本は高所

ことも有 地震

豪雨 △
ばらつき大

○
避難起因の遭

△
現場でわかり

△
事態の進展に

難可能性有 にくい より変化

災害のライフサイクル

災害の理解

災害のライフサイクル

災害の理解

防災施設整備

計画 訓練 準備

平常期
(事前) 予防計画，訓練，準備

警報
時

予防
被害を減らす

警報，避難

状況把握

時
間
経
過

災害発生
(事中)

緊急対応
(事中)

危機管理
被害拡大

救出，救援

復旧 復興
復旧期
(事後)

被害拡大
に対処

復旧，復興
次の平常期へ

(事後)

おわりにおわりに
• 自分の地域はどういうところ?自分の地域はどういうところ?

–まずは，素因を理解．すべてのスタートライン
災害の種類によって 重要なこと 役立つことは異なる– 災害の種類によって，重要なこと，役立つことは異なる

– 常に避難が最善とは限らない

• 「予防」の上で「危機管理」
– 防災対策はハードとソフトが両輪
– 被害軽減のために事前にできることを
– 情報整備により，できることは増えた．
– 現代の情報と技術を．外部のいろいろな専門家の協力を
– 最後は自分で考える


